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＊各章の元稿は, 文末に一括して示し, 以下で引用の際 には,『報告書』の頁番号と, 元稿番号を
添えてその頁番号とを併記する｡『報告書』の第７章と第８章とは, 元稿ととを合成, 再編
成したものである。なお『報告書』発行後, その第９章のⅣ「哲学と『実際的基準』」節以降を
抜本的に拡充, 改稿し, それを, 本誌前々号に「グラムシ『社会の科学』方法論の構造」(中）
として掲載し, また前号に掲載予定でその（下）として発表しているので, これらも文末に新稿
として示す｡























2) Antonio Gramsci, Quaderni del carcere, Edizione critica dell’Istituto Gramsci, a cura di Valentino









系性が, 外的な建築的構造にもとめられるのではなく, 内奥の統一〔imtema coerenza〕と
あらゆる個別問題の解決の豊かな包括性とにもとめられている｣4) と指摘しているが, この









である｡『報告書』第６章で明らかにされたことは, その主要なテーマは, 哲学, 政治
学, イタリアの歴史と文化の包括的大テーマとしてのイタリア知識人史, アメリカニズ





















































































































































































































































































































































1448. 合Ⅱ166. *ここの「つまり」を『報告書』第２章, 31頁, その元稿35頁では,「ないし」と
訳して引用しているが, 第３章での引用においては「つまり」に訂正している)。
















































践」には, 一般に「理論」と対照的に, 現実的, 具体的という品位があり, そのような品位
を有するものは歴史的なものにほかならない。したがって「実践の『理論』」にほかならな








においては, －実践－, すなわち人間の意思（上部構造）と経済構造との関係｣17) といいう
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16) Q11Ⅱ§32C, p. 1447. 合Ⅱ218.









論は, 一言にすれば歴史方法論であるが, 第９章では, 哲学は「弁証法の学つまり認識論」


















































表１ グラムシ歴史方法論 (｢社会の科学｣ 方法論) の３次元構成
































































































は, このように位置づ け, 性格づけることができるし, 必要でもあろう。第３章（元稿）



















































市 民 社 会
19) Q13§18C, p. 1590. 合Ⅰ122.
20) ibid. 同上。


































22) Q10Ⅰ§12B, p. 1235. 合Ⅳ356.
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The Basic Structure of the System of
Prison Notebooks by Gramsci
Tomihisa SUZUKI
This paper clarifies the basic structure of the system of Prison Notebooks by Gramsci.
The contents of the memoranda which constitutes Prison Notebooks can be separated into two
dimensions : theoritical and historical studies. Both dimensions are connected to each other and
combined into one by methodology of history based upon methodorogical criteria which are pro-
duced from converted thoeries in studies of history.
Prison Notebooks constitutes one consistant and organic system through methodorogy of his-
tory produced in a way as discribed above.
Key words : Gramsci, Orison Notebooks, Philosophy of Praxis, Dialectic, Methodology of
History
